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「は・ひ・ふ・へ・ほ」 

                           校長 吉岡 大司 

木々の新緑が少しずつ鮮やかになってきています。早いもので 4月も終わり５月に入りました。

1年生はもちろん、２・３年生も新しい環境の中で多くの緊張感をもちながら過ごしていたのではな

いでしょうか。なかには、頑張りすぎているお子さまもいたかもしれません。  

５連休を含む今年のゴールデンウィークでは、子ども達は、ちょっと一息休息し、エネルギーチャ

ージができたのではないでしょうか。しかし、この休みが、逆に作用してしまうこともあります。 

それは、頑張っていた気持ちが｢プツン｣と途切れてしまう場合があるからです。子ども達の様子

はどうでしょうか。ご家庭では、｢リラックスして過ごせているか｣｢食欲はあるか｣｢十分な睡眠を確

保できているか｣等、様子を観察してみてください。｢ちょっと心配｣という場合は担任に連絡をいた

だけると幸いです。小さな事でも、思い過ごしかも、という場合でも構いません。 中学生にもなる

と、｢家ではあまり話さない｣｢何を聞いても、たいした返事が返ってこない｣ということもあり、｢反抗

期なのか｣｢機嫌が悪いだけなのか｣｢どのように接していけば良いのか｣と悩みのある保護者の方

もいらっしゃるかもしれません。 

そこで、ベネッセの教育情報誌の｢子どもとの接し方｣について、少し、抜粋して紹介します。   

●自立のための必要な時期だと思い、多少の反発は受け流す。 

●子どもが安心できる場所をつくる。 

●頼りにされたときは全力でサポートする。 

●保護者がストレスを溜めないようにする。 

●適度な距離感を保つ。 

●第三者に入ってもらう。 

どうでしょうか。当たり前のことばかりですが、そこが難しいと感じる項目もあるかもしれません。

子どもの感情や考えを尊重し理解する姿勢を心がけること、感情的になりそうなところも冷静で一

貫性のある対応をとることが大切ということなのだと思います。 

また、子ども達は、日々、｢もっとできるように｣｢さらに頑張ろう｣と努力を重ねています。しかし現

代社会では、知らず知らずのうちに、自分に高い目標を課しすぎてしまうことも少なくありません。 

そのようなときに、大切にしたい｢は・ひ・ふ・へ・ほ｣の言葉があります。 

は｢半分でいい｣、ひ｢人並みでいい｣、ふ｢普通でいい｣、へ｢平凡でいい｣、ほ｢ほどほどでいい｣ 

これは決して｢手を抜く｣という意味ではなく、｢自分を大切にしながら続けていく知恵｣だと感じて

います。子どもたちが安心して、挑戦し続けるためには、周囲の温かいまなざしと、頑張りすぎない

環境が必要です。この｢は・ひ・ふ・へ・ほ｣の言葉をご家庭でも話題にしていただけたら幸いです。 

さて、学校では、ＧＷ明けの、５月３０日（土）に行われる運動会の練習が本格化します。 

今年の運動会のスローガンは「繋ぐ情熱 魅せる絆」です。運動の得意な生徒も、そうでない生徒

も一生懸命に取り組み、互いに励ましたたえ合う姿、競技だけでなく係生徒の活躍、必死で応援す

る姿も見られると期待しております。そして、本番を迎えるまでは、様々なドラマが生まれることもあ

ります。ご家庭でも、ぜひ、話を聴く機会にしていただき、思いを受け止めたり、励ましていただいた

りしてほしいと願っております。多くの方々のご来校をお待ちしております。 

 
【教育目標】確かな知性 豊かな感性 健全な心身 



５月８日（金）令和８年度の生徒総会を実施しました 
生徒会や各委員会から今年度の活動方針や計画が示され、生徒会がかかげるスローガン**「せ

いとかい」**を全校で共有しました。全校生徒が真剣な表情で話を聞き、自分たちの学校生活をよ

りよくしていくために何ができるかを考える時間となりました。 

昨年度は生活面において注意を受ける場面も見られましたが、生徒総会は、学校全体の雰囲気

や一人ひとりの行動を見つめ直し、改善につなげていく大切な節目となりました。 

これからは運動会に向けた取組が本格的に始まり、係活動や委員会活動も一層活発になってい

きます。学校の中心となる３年生には、「せいとかい」を合言葉に、行動で示すリーダーシップを発揮

し、下級生の手本となることを期待しています。 

なお、本年度のスローガンは、昨年度の「あじみこし」に代わり、次のような思いが込められた 

「せいとかい」 となりました。 

 

＊＊せいとかい＊＊ 
 せ＜節度を守り＞ い＜意見を聞き＞ と＜戸締りしっかり＞ か＜革命おこし＞ い＜今を生きる＞ 

 

運動会へ向けて 
運動会に向けた活動が、少しずつ始まっています。校庭や体育館では、生徒たちが本番に向け

て、動きや流れを確認しながら、意欲的に準備に取り組んでいます。 

１年生にとっては、中学校生活で初めての運動会です。まだ分からないことも多く、先生の話をよ

く聞きながら一つ一つ確認する段階ではありますが、真剣な表情で活動に取り組む姿が多く見られ

ます。２年生は、今年度から４クラス体制となり、新しい学年集団で迎える運動会となります。現在

は、学年としての動きや役割分担を確認しながら、競技や演技の準備を進めているところです。練

習を重ねる中で、学年としてのまとまりや協力する意識が、さらに育っていくことが期待されます。 

３年生は最高学年として、競技に全力で参加するだけでなく、運動会全体を支える重要な役割を担

います。各係の中心として、下級生に動きを伝えたり、全体の流れを考えたりしながら、責任ある行

動が求められます。すでに運動会実行委員をはじめとした生徒たちは、話し合いや準備を重ね、「全

校で成功させる運動会」にしようと主体的に動き始めています。最高学年としての自覚と成長が感じ

られる場面も増えてきました。当日は、競技だけでなく、各係で責任をもって活動する生徒たちの姿

にもぜひご注目ください。 

期間中は疲れが出やすくなりますので、十分な睡眠や体調管理、持ち物の準備などにつきまし

て、ご家庭でのご協力をお願いいたします。当日は生徒一人ひとりの活躍はもちろん、地域や保護

者の皆さまとともに、子どもたちの記憶に残る運動会となるよう盛り上げていきます。 


